
■技術の特徴技術の特徴
・数～数十万個のマイクロ貫通孔（貫通型MC）が加工された基板を用いて、平均液滴径5～

50 µmの単分散エマルションを効率的に作製できる。
・チャネルとスリットの二層構造の非対称貫通型MCから均一径マイクロ液滴を安定的に作
製できる。

・CFDの利用は、マイクロ液滴作製プロセスのシミュレーションと解析に有用である。
■研究の内容研究の内容

■今後の展開今後の展開
・MC乳化装置のスケールアップ（現時点で50g/時の均一径マイクロ液滴作製を達成）
・CFDを利用した貫通型MC構造の最適設計
・天然物由来の均一径微粒子・マイクロカプセルの作製と用途開発
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非対称貫通型MCを用いた単分散
水中油滴型エマルションの安定作製①

矩形貫通型MCからのマイクロ水中油滴作製
プロセスのCFDシミュレーション②

非対称貫通型MCから平均液滴径35～40 µmの
単分散エマルションが安定的に作製された。
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矩形チャネル（長辺40 µm、短辺10 µm）を通過した
分散相がマイクロ液滴（直径35 µm）へと自発的に変形した。
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